








巣状糸球体硬化症(Focal Segmental Glome-rular Sclerosis;FSGS)は予後不良な疾患とし

て知られているが,その成因,治療などまだ未知の部分も多い。今回我々は,病理組織学的に

FSGSと診断された自験例のうち,その成因の上で興味ある症例2例を呈示し,若干の検討を

加えた。1例は 10 歳男児で,学校検尿で血尿蛋白尿を指摘され,初診時すでに腎機能障害を

示し,その後の検索にて右腎が non-function であった症例である。他の1例は 2歳 7ケ月

時にネフローゼ症候群で発症した FSGSで,8 ケ月で腎不全に陥り,HD から CAPD で管理され

た症例である。 


